
　
　
　
多
久
市
の
医
療
費
の
現
状
は
。

　
　
　
国
保
被
保
険
者
の
平
成
28
年
度
の

一
人
当
た
り
の
年
間
医
療
費
は
50
万
６
６

２
８
円
で
県
平
均
が
43
万
３
３
３
８
円
と

な
っ
て
お
り
県
内
２
位
で
す
。

　
　
　
全
世
代
の
健
診
の
取
り
組
み
状
況

は
。

　
　
　
多
久
っ
子
健
診
、
一
般
健
診
、
特

定
健
診
、
が
ん
検
診
な
ど
切
れ
目
の
な
い

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
が
ん
検
診
の
項
目
に
入
っ
て
い
な

い
他
の
発
見
状
況
は
。
血
液
の
検
査
項
目

が
多
い
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
率
ア
ッ
プ
や

全
世
代
型
の
検
診
を
。

　
　
　
項
目
に
入
っ
て
い
な
い
が
ん
の
発

見
は
困
難
な
場
面
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
に
い
く
つ
か
見
つ
か
っ
た
ケ
ー
ス
は

あ
り
ま
す
。
デ
ー
タ
を
今
後
の
体
制
整
備

や
治
療
薬
の
開
発
な
ど
に
使
わ
れ
る
と
思

い
ま
す
の
で
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
よ
り
多
く
の
地
域
活
動
へ
の
参
加

を
促
進
す
る
地
域
福
祉
体
制
の
現
状
は
。

　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
の
自
主
事
業
と

し
て
、
訪
問
な
ど
の
在
宅
福
祉
事
業
、
健

康
生
き
が
い
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
へ
の
助
成
事
業
な
ど
、
健
康
な
長
寿

社
会
づ
く
り
へ
の
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　

地
域
活
動
を
含
め
た
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
制
度
の
導
入
が
で
き
な
い
か
。
先

進
地
で
は
、人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
、ウ
オ
ー

キ
ン
グ
挑
戦
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
、
議
会
の
傍
聴
、
公
民
館

活
動
な
ど
で
も
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
項
目
に

入
れ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
、
長
く
で
き
る

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
を
。

　
　
　
平
成
30
年
度
よ
り
国
民
健
康
保
険

の
方
に
特
化
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す

が
、
特
定
健
診
の
受
診
者
、
結
果
説
明
会

の
参
加
者
を
対
象
に
事
業
を
始
め
た
ば
か

り
で
す
が
、対
象
者
の
反
応
を
見
な
が
ら
、

今
後
の
進
め
方
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進
と
新
制
度

導
入
に
つ
い
て

平
間

答
弁

平
間

答
弁

平
間

答
弁

平
間

答
弁

平
間

答
弁

平
間
智
治

　
　
　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
具
体
的
な

流
れ
は
。

　
　
　
全
職
員
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

受
検
を
促
し
、検
査
結
果
を
本
人
が
確
認
、

今
後
の
業
務
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善

に
生
か
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
　
　
高
ス
ト
レ
ス
の
職
員
へ
の
対
応
は
。

　
　
　
医
師
の
面
接
を
勧
奨
し
、
医
師
が

措
置
を
必
要
と
判
断
さ
れ
る
職
員
が
い
た

場
合
に
は
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

　
　
　
市
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
。

　
　
　
多
久
市
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
方

針
の
改
訂
版
の
中
に
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す

る
項
目
を
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
性
的
指
向
や
性
自
認
の
人
た
ち
が

不
自
由
な
く
、
そ
の
人
ら
し
く
、
自
分
ら

し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
具
体
的

な
支
援
に
つ
い

て
。

　
　
　
多
様
な

性
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
当

事
者
団
体
な
ど

の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
、
現
状

を
踏
ま
え
た
教

育
、
あ
る
い
は

啓
発
の
あ
り
方

を
検
討
し
、
市

職
員
の
研
修
な
ど
の
充
実
を
図
る
な
ど
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
人
権
・
同
和
問
題

の
研
修
会
な
ど
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
も

取
り
入
れ
、啓
発
の
推
進
に
つ
と
め
た
い
。

　
　
　
教
育
現
場
で
の
対
応
に
つ
い
て
。

セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
方
が
周

り
と
の
違
和
感
に
気
づ
き
始
め
る
の
が
小

学
校
高
学
年
か
ら
高
校
生
に
か
け
て
の
多

感
な
時
期
で
す
。
子
ど
も
が
１
人
で
悩
み

続
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
先
生
方
の

正
し
い
知
識
や
理
解
、
相
談
で
き
る
体
制

を
し
っ
か
り
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
「
多
様
な
性
へ
の
理
解
を
と
も
に

広
げ
る
会
」
代
表
を
お
招
き
し
、
教
職
員

が
性
の
多
様
性
と
学
校
に
お
け
る
対
応
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
と
日

ご
ろ
か
ら
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
相
談
で

き
る
雰
囲
気
の
醸
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

に
つ
い
て

服
部

答
弁

服
部

答
弁Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ（
レ
ズ
ビ
ア
ン・ゲ
イ・

バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
）に
つ
い
て

服
部

答
弁

服
部

答
弁

服
部

答
弁

服
部
奈
津
美
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林
業
の
必
要
性
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
林
業
に
つ
い
て
は
森
林
の
木
材
生

産
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
公
益
的
機
能
の

持
続
的
発
揮
と
い
う
新
た
な
役
割
を
担
っ

て
、
住
民
の
安
全
・
安
心
な
、
生
活
基
盤

を
支
え
る
上
で
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
植
林
面
積
と
就
業
人
口
等
の
推
移

と
現
状
は
。

　
　
　
市
全
体
の
森
林
面
積
は
、
平
成
28

年
度
を
見
ま
す
と
４
８
５
０
ha
、
内
訳
は

人
工
林
が
2
5
4
5
ha
、
そ
の
中
で
国
有

林
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
有
林
が
２
０
６

ha
、
市
有
林
、
こ
れ
が
６
７
３
ha
、
個
人

有
林
等
が
合
わ
せ
ま
し
て
１
６
６
６
ha
で

す
。

　
　
　
近
年
の
事
業
・
整
備
の
内
容
に
つ

い
て
。

　
　
　
市
の
行
っ
た
林
業
関
係
の
事
業
と

し
て
は
、
国
の
補
助
事
業
と
し
て
、
平
成

21
年
度
と
24
年
度
に
農
山
漁
村
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
事
業
の
採
択
を

受
け
て
実
施
を
し
て
い
ま
す
。

　
県
の
補
助
事
業
と
し
て
は
、
平
成
23
年

度
よ
り
重
要
森
林
公
的
管
理
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
平
成
20

年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
県
の
森
林
環

境
税
を
財
源
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
事
業

の
一
つ
で
、
事
業
内
容
と
し
て
は
、
個
人

所
有
の
荒
廃
森
林
な
ど
で
広
葉
樹
の
植

樹
、
下
刈
り
、
間
伐
な
ど
を
行
う
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
よ
り
西
多

久
か
ら
南
多
久
に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
　
　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

　
　
　
県
の
森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
事

業
が
第
３
期
を
迎
え
て
お
り
、
平
成
30
年

度
か
ら
５
年
間
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
補
助
事
業
に
加

え
て
平
成
36
年
度
よ
り
課
税
の
予
定
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
仮
称
で
す
が
、
森
林
環
境

税
を
財
源
と
し
た
荒
野
森
林
を
整
備
管
理

ま
た
は
管
理
し
て
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
や

災
害
防
止
を
目
的
と
し
た
事
業
が
平
成
31

年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

農
林
業
の
振
興
に
関
し
て

飯
守

答
弁

飯
守

答
弁

飯
守

答
弁

飯
守

答
弁

飯
守
康
洋

　
　
　
市
の
医
療
体
制
の
現
状
は
。

　
　
　
民
間
病
院
２
医
療
機
関
、
民
間
診

療
所
７
医
療
機
関
、
公
立
病
院
１
医
療
機

関
の
10
医
療
機
関
が
あ
り
、
診
療
科
目
で

は
、
複
数
診
療
科
目
で
運
営
し
て
い
る
病

院
２
カ
所
、精
神
科
病
院
１
カ
所
と
な
り
、

診
療
所
で
の
主
な
診
療
科
目
は
、
内
科
４

カ
所
、
小
児
科
１
カ
所
、
整
形
外
科
２
カ

所
で
す
。
ま
た
、
町
別
で
は
、
東
多
久
町

に
診
療
所
３
カ
所
、
多
久
町
に
は
病
院
１

カ
所
、
北
多
久
町
で
は
病
院
２
カ
所
、
診

療
所
４
カ
所
で
す
。

　
　
　
今
後
の
医
療
体
制
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
市
内
医
療
機
関
が
役
割
分
担
と
、

連
携
を
図
り
、
市
民
の
健
康
の
保
持
増
進

の
た
め
に
運
営
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
市

立
病
院
に
つ
い
て
は
、
地
域
医
療
の
水
準

を
維
持
向
上
す
る
取
り
組
み
を
行
い
、
市

民
の
医
療
・
健
康
を
全
般
的
に
支
え
る
た

め
、
か
か
り
つ
け
医
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
中
部
医
療
圏
内
で
は
、
佐
賀

大
学
医
学
部
附
属
病
院
や
佐
賀
県
医
療
セ

ン
タ
ー
好
生
館
な
ど
、
高
度
な
急
性
期
機

能
も
持
つ
病
院
と
連
携
を
図
り
、
市
内
で

対
応
で
き
る
急
性
期
機
能
を
持
つ
病
院

へ
、
そ
し
て
診
療
所
、
か
か
り
つ
け
医
へ

と
機
能
別
の
役
割
分
担
や
医
療
機
関
が
連

携
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　
医
療
機
関
が
な
い
町
が
２
カ
所
あ

る
が
、
閉
院
し
た
医
院
を
活
用
し
て
出
張

診
療
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
現
在
の
外
来
の
診
療
を
一
部
取
り

や
め
て
院
外
の
診
療
所
に
行
く
こ
と
は
、

医
師
確
保
に
現
在
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で

は
難
し
く
、
ま
た
、
院
外
の
診
療
施
設
等

で
診
療
す
る
場
合
は
、
機
械
設
備
等
の
準

備
が
必
要
に
な
り
、
複
数
箇
所
、
施
設
を

管
理
運
営
す
る
こ
と
は
運
営
面
か
ら
も
厳

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
久
市
内
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

中
島

答
弁

中
島

答
弁

中
島

答
弁

中
島
國
孝
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